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　東日本大震災から年――。震災による犠牲者への追悼と鎮魂、震災の
記憶と教訓を後世に伝承する「福島県復興祈念公園」が概成した。震災復
興の集大成となるプロジェクトとして教訓から学び、培った技術と対応力、
現場力を次の世代へつないでいく。

写真提供／東北地方整備局東北国営公園事務所、福島県
（航空写真／植留緑化土木）

　東日本大震災と原発事故から年余りが経過しました。この間、福島県民の皆
さまの懸命なご努力と国内外からの温かいご支援により、当県は着実に復興の歩
みを進めてまいりました。
　一方で、今もなお多くの方々が避難生活を続けておられるほか、復興の進捗に
伴って生じる新たな課題やニーズへの対応が必要となるなど、当県はいまだ原子
力災害に起因する多くの困難を抱えております。
　このような中、福島県では、複合災害の記憶と教訓を後世に伝えるとともに、
復興に向けた歩みを着実に進める当県の姿を国内外へ発信するため、国との連携
の下、「福島県復興祈念公園」の整備を進めてきたところであり、東日本大震災
と原発事故から年、また、現在の福島県が誕生してから年という大きな節
目の年に開園することができましたことは、誠に喜ばしい限りであります。
　福島県といたしましては、隣接する東日本大震災・原子力災害伝承館とも連携
を図りながら、ホープツーリズムや、今月から始まった「ふくしまデスティネー
ションキャンペーン」などを通じて、多くの方々に復興祈念公園を訪れていただ
き、復興が進む「福島の今」を、直接「見て」「触れて」「感じて」いただける
よう取り組んでまいります。

　東日本大震災から年の節目を迎え、これまで進めてきた復興の軌跡を改めて
振り返りますと、東北地方整備局では道路・港湾・河川の基幹インフラの早期復
旧・復興をはじめ、復興まちづくりに向けた自治体支援など、地域の安全確保と
生活再建に直結する事業を着実に前へ進めてきました。同時に、震災の教訓を未
来へ伝える取り組みを地方公共団体との連携の下、それぞれの地域の思いを形に
してきました。
　このたび開園を迎える「福島県復興祈念公園」及び「国営追悼・祈念施設」は、
こうした復興の象徴として重要な存在です。犠牲者への追悼、事実と教訓の伝承、
そして復興の未来への希望を示す場として、福島県と連携して整備を進めてきま
した。園内には、震災で犠牲となった生命（いのち）をいたむとともに、震災の
記憶や教訓を次世代へつなぎ、帰還された方々や来園者などが復興への思いを共
有し、新たなつながりを得ることのできる空間を配置しています。これらの施設
は、震災で起きたことに多くの方が心を寄せるとともに、後世へと伝え、復興へ
の歩みを進める福島の姿を広く発信するために重要な役割を担うものです。
　これまで復旧・復興を支えてこられた建設業界の皆さまのご尽力に深く敬意を
表するとともに、引き続き力を合わせ、安全で持続可能な地域づくりを進めてい
きたいと考えています。
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■建物の特徴
　福島国営追悼・祈念施設は、独特な意匠
と施工技術が際立つ建築物です。玄関前に
は杉板模様のコンクリート打ち放しの壁が
設けられており、その質感と重厚感が訪れ
る人々を迎えます。入口通路には高さ．
ｍの壁がそびえ立ち、こちらも杉板模様の
コンクリート打ち放しで仕上げられていま
す。さらに、直径ｍ、高さｍという大
規模な円筒空間が設けられている点が、こ
の施設の象徴的な構造です。
■平面形状と施工難易度
　完成後は地下に位置するため、普段は意

識されにくいですが、平面形状も特殊であ
り、施工の難易度が非常に高いプロジェク
トでした。建築施工担当者としては、これ
ほど挑戦的な現場に携われたことは大きな
やりがいであり、若い担当者の技術的な成
長につながる貴重な経験となりました。
■職人の力とリーダーシップ
　この建築工事には約２万人もの職人
が従事し、各々の技術と情熱を結集して施
設を完成させました。決して規模が大きい
建物ではありませんが、当社のリーダーシ
ップのもと、携わった人々が力を合わせて
創り上げた建物です。その結束と協力が、

プロジェクト成功の原動力となりました。
■祈りの場としての期待
　今後、施設が開園されれば、多くの人々
が訪れ、それぞれの思いを胸に祈りを捧げ
る場となることでしょう。福島の記憶と未
来への祈りが交差するこの場所が、訪れる
人々にとって心の拠り所となることを願っ
ています。

　株式会社大林組東北支店
　福島追悼祈念施設工事事務所

所長　熊谷　敦
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